
急
激
な
発
展
の
ひ
ず
み
を 

行
財
政
改
革
で
克
服

　

九
州
北
部
・
福
岡
都
市
圏
の
中
央
部
に
位
置
す
る

春
日
市
は
、
福
岡
市
中
心
部
か
ら
わ
ず
か
10
㎞
の

圏
内
に
位
置
す
る
典
型
的
な
住
宅
都
市
だ
。
市
域
は

東
西
４
㎞
に
南
北
５
・
３
㎞
、
面
積
14
・
15
㎢
（
約

１
４
０
０
ha
）
は
福
岡
県
下
の
市
の
中
で
最
も
狭
い
。

そ
の
狭
い
市
域
の
中
心
部
に
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯

地
、
航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
、
県
立
春
日
公
園
と
い
う

い
ず
れ
も
30‌

ha
超
の
施
設
が
集
積
し
て
い
る
。
さ
ら
に

九
州
大
学
大
学
院
（
22‌

ha
）
や
県
立
春
日
高
校
（
５
ha
）

な
ど
の
文
教
施
設
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
（
５
ha
）、
白

水
大
池（
17‌

ha
）を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な「
た
め
池
」

20
カ
所
な
ど
も
地
図
上
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め

て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
人
口
が
平
成
26
年
7
月
末
時

点
で
11
万
人
超
と
、
県
内
６
番
目
の
規
模
で
あ
る（
人

口
密
度
県
下
ト
ッ
プ
）
背
景
に
は
、
福
岡
空
港
か
ら

地
下
鉄
と
Ｊ
Ｒ
で
約
30
分
、
博
多
か
ら
Ｊ
Ｒ
で
約
20

分
と
い
う
交
通
ア
ク
セ
ス
の
至
便
さ
に
加
え
、
緑
の

多
さ
や
、
各
種
の
福
祉
施
策
な
ど
、
住
宅
都
市
と
し

て
の「
暮
ら
し
や
す
さ
」が
醸
成
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ

ろ
う
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
市
民
の
平
均
年
齢
だ
。
男
性

39
・
78
歳
、
女
性
41
・
82
歳
、
全
人
口
の
67
％
強
が

15
歳
〜
64
歳
、
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
16
％
強（
平

成
22
年
度
）。
日
本
人
の
平
均
年
齢
45
歳
、
高
齢
化

率
25
％
に
比
べ
て
、
育
ち
盛
り
・
働
き
盛
り
の
若
い

市
民
が
か
な
り
多
い
。

　

市
制
施
行
し
た
昭
和
47
年
に
４
万
人
強
だ
っ
た

人
口
は
約
30
年
後
（
平
成
17
年
）
に
３
倍
近
い
11
万

人
超
に
達
し
た
。
子
育
て
世
代
の
新
市
民
が
い
か
に

急
速
に
増
え
た
か
と
い
う
事
実
を
明
確
に
物
語
っ

て
も
い
る
。

　

そ
の
間
に
は
急
増
す
る
人
口
規
模
に
対
応
す
る
た

め
、
学
校
・
道
路
・
公
園
な
ど
の
建
設
を
は
じ
め
多

額
の
公
共
投
資
が
必
要
と
な
っ
て
い
っ
た
。
人
口
増
が

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
、
逆
に
そ
れ
ら
の
投
資
が
、
市

債
残
高
の
膨
張
と
い
う
形
で
、
負
の
遺
産
を
招
く
こ

と
に
も
な
っ
た
。

　

井
上
澄
和
市
長
が
就
任
し
た
平
成
11
年

は
、
春
日
市
に
と
っ
て
市
債
残
高
が
ま
さ
に
ピ
ー
ク

（
６
３
４
億
円
）だ
っ
た
。

　
「
私
が
市
長
に
就
任
し
て
最
初
の
使
命
は
《
財
政
の

健
全
化
》
と
《
市
民
へ
の
説
明
責
任
》
で
し
た
。
膨
張

す
る
一
方
だ
っ
た
都
市
機
能
の
整
備
を
落
ち
着
か

せ
、
市
民
の
生
活
の
質
を
高
め
、
成
熟
化
し
た
ま
ち

へ
と
、
舵
取
り
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
」

（
井
上
市
長
）

　

と
は
い
え
、
市
内
に
は
大
企
業
が
立
地
し
て
い
な

（福岡県）

市 政 ル ポ 春
か す が

日市

最
古
の
米
作
地
帯
に
咲
か
せ
た
い

市
民
協
働
で
目
指
す
地
域
愛
の
花

井
いのうえ

上澄
すみかず

和
春日市長
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い
。
土
地
の
狭
さ
な
ど
か
ら
今
後
の
誘
致
も
考
え
に

く
く
、
法
人
・
市
民
税
収
入
の
増
加
は
期
待
で
き
な

か
っ
た
。
当
時
、
地
方
交
付
税
と
年
間
約
１
１
０
億

円
の
市
税
が
収
入
の
２
本
柱
で
あ
り
、
６
３
４
億
円
の

市
債
残
高
は
よ
り
一
層
、
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
た
。

　

し
か
も
行
財
政
改
革
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
平
成

16
年
度
か
ら
は
、
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
に
よ
り

地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
条
件
は

さ
ら
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
井
上
市
長
は

初
志
貫
徹
。
厳
格
な
行
財
政
改
革
を
実
施
し
た
結
果
、

市
債
残
高
は
平
成
25
年
度
末
で
４
１
７
億
円
強
と
、

こ
の
15
年
間
で
約
２
１
７
億
円
の
削
減
に
成
功
し
て

い
る
。
職
員
数
も
平
成
17
年
度
末
の
段
階
で
就
任
時

の
４
６
７
人
か
ら
４
１
２
人
に
減
ら
し
た
。
こ
れ
は

人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
職
員
数
に
換
算
す
る
と

約
３
・７
人
と
な
り
、
全
国
最
少
の
数
値
で
あ
る
。
そ

の
後
も
削
減
を
続
け
、
平
成
25
年
度
末
で
３
９
９
人
、

人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
３
・
３
人
の
水
準
に
ま
で

達
し
て
い
る
。

　

市
民
生
活
に
直
結
す
る
各
部
門
に
お
い
て
も
改
革

は
進
め
ら
れ
た
。
保
育
所
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施

設
運
営
の
外
部
委
託
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）、

窓
口
業
務
の
一
部
外
部
委
託
、
各
種
事
務
事
業
の
再

編
・
整
理
、
お
よ
び
共
同
処
理
化
を
着
々
と
進
め
る

な
ど
、
考
え
ら
れ
る
限
り
の
経
費
節
減
策
を
執
っ
た
。

一
方
で
、
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
た
の
が
、
市
政
へ

の
積
極
的
な
市
民
参
画
の
要
請
だ
。「
春
日
市
の
よ
う

な
住
宅
都
市
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
市
民
そ
の
も
の

が
最
大
の
地
域
資
源
」（
井
上
市
長
）
と
い
う
意
識
が

あ
る
か
ら
こ
そ
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
財
政
改
革
と
市
民
協
働
の
推
進
過

程
で
、
非
常
に
大
き
な
効
果
を
挙
げ
た
の
は
、《
市

民
へ
の
説
明
責
任
》
を
果
た
す
た
め
の
出
前
ト
ー
ク

だ
っ
た
と
い
う
。

市
民
と
の
信
頼
関
係
を
結
ぶ
出
前
ト
ー
ク

　
「
市
の
借
金
の
返
済
が
進
む
に
つ
れ
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
掛
け
ら
れ
る
お
金
が
増
え
て
き
て
、
今
で
は

創建1200年以上を誇る春日神社は市名のルーツ

毎年1月14日に行われる春日神社最大の祭礼「春日の婿押し」（国指定重要無形民俗文化財）

市幹部が全員出席する恒例の出前トーク
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市
民
の
行
財
政
改
革
に
対
す
る
理
解
、
市
民
協
働
へ

の
参
画
意
欲
は
か
な
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
が
市
長
に
就
任
し
た
当
時
は
多
い
と
き
で
年
間

２
万
人
近
く
の
転
出
入
が
あ
る
な
ど
、
街
な
か
の
活

気
は
あ
っ
て
も
新
住
民
の
皆
さ
ん
と
地
域
と
の
連
帯

感
は
今
一
つ
希
薄
な
感
じ
が
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
行
財
政
改
革
の
一
環
で
余
剰
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
抑
制
す
る
動
き
に
対
し
て
、
当
初
な
か

な
か
理
解
が
得
ら
れ
な
い
雰
囲
気
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
13
年
度
か
ら
部
長
級
以
上
の
市
の
幹
部

（
注
＝
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
全
部
長
）
が
市
民

の
も
と
へ
出
向
き
、
互
い
に
胸
襟
を
開
い
て
市
の
現

状
の
課
題
を
話
し
合
い
、
さ
ら
に
市
の
将
来
を
語
り

合
う
こ
と
を
目
的
に
、
出
前
ト
ー
ク

を
始
め
た
の
で
す
」（
井
上
市
長
）

　

当
初
は
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

苦
情
に
答
え
る
形
が
多
か
っ
た
よ

う
だ
。
し
か
し
、
毎
年
７
カ
月
間

（
５
月
〜
11
月
）
掛
け
て
市
内
35
地

区
を
巡
回
す
る
出
前
ト
ー
ク
は
年

間
の
恒
例
行
事
と
な
り
、
市
政
の

現
状
お
よ
び
未
来
に
つ
い
て
の
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
（
年
間
１
０
０
０
人
以
上

の
市
民
が
参
加
）。
実
際
、
取
材
の
際
に
も
公
共
施
設

に
は
す
べ
て「
出
前
ト
ー
ク
の
年
間
予
定
表
」が
張
り
出

さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
市
長
の
出
前
ト
ー
ク
は
各
地

の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
だ
け
恒
例

行
事
と
し
て
深
く
定
着
し
て
い
る
事
例
は
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
は
、
教
育
長
、
教
育
委
員
お
よ

び
委
員
会
事
務
局
職
員
が
各
学
校
に
出
向
き
、
全
職

員
と
一
堂
に
会
し
て
実
施
す
る
「
教
育
長
出
前
ト
ー

ク
」
も
始
ま
っ
た
。
例
え
ば
い
じ
め
問
題
や
体
罰
問

題
な
ど
を
は
じ
め
、
行
政
お
よ
び
教
育
機
関
全
体
の

共
通
認
識
が
な
い
と
速
度
感
を
持
っ
た
有
効
な
対

処
が
難
し
い
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
方
針

と
現
場
の
声
を
す
り
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
意
見
交
換

す
る
場
な
ど
と
し
て
、
有
機
的
に
機
能
し
て
い
る
と

い
う
。

　
「
市
長
お
よ
び
市
幹
部
と
市
民
と
の
出
前
ト
ー
ク

と
同
様
、
教
育
長
出
前
ト
ー
ク
も
最
初
は
対
立
的
な

雰
囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
、

前
向
き
な
話
し
合
い
、
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
」（
井
上
市
長
）

　
「
市
長
出
前
ト
ー
ク
」
と
「
教
育
長
出
前
ト
ー
ク
」

は
、
春
日
市
が
推
進
す
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

や
、
市
民
に
よ
る
市
政
参
画
意
欲
の
醸
成
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
ま
さ
に
車
の
両
輪
の
よ
う
な
事
業
と

い
え
る
。
そ
の
波
及
効
果
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は「
明
日
の
春
日
市
を
担
う
市
民
」の

予
備
軍
、
つ
ま
り
春
日
市
の
定
住
人
口
を
将
来
的
に

構
成
し
、
将
来
的
に
は
自
分
た
ち
が
親
と
な
っ
て
新

た
な「
子
育
て
世
代
」を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
大

切
な
地
域
資
源
だ
。
次
項
で
ご
紹
介
す
る
よ
う
に
、

春
日
市
は
全
国
で
も
先
進
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
事
業
」
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
る
。
井
上
市
長
が
就
任
以
来
、
力
を
入
れ
て

き
た
教
育
改
革
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
を
支
え
る
土
壌
も
、
そ
う

し
た
地
域
を
思
う
大
人
た
ち
の
粘
り
強
く
も
熱
心
な

弥生の里・春日市のイメージキャラクター「かすがくん・あすかちゃん」（ドーム型建物
は「奴国の丘歴史公園」の須玖岡本遺跡）

市制5周年（昭和52年）を記念し、新旧住民の一体化を願っ
て始められた「春日奴国あんどん祭り」（10月）
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春日市　市 政 ル ポ

（福岡県）

「
ト
ー
ク（
意
見
交
換
）」が
代
表
す
る
、
地
道
な
努
力

の
積
み
重
ね
が
支
え
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は 

地
域
愛
の
基
盤

　

学
校
と
保
護
者
、
地
域
の
人
々
が
協
働
で
知
恵
を

出
し
合
い
、
学
校
運
営
に
積
極
的
に
参
画
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
は
、
平
成
16

年
度
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
春
日
市

の
取
り
組
み
も
平
成
17
年
度
か
ら
（
九
州
で
は
初
）

で
、
そ
の
時
点
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し

て
指
定
を
受
け
て
い
た
の
は
全
国
４
都
府
県
・
６
市

区
の
17
校
だ
け
だ
っ
た
。
平
成
22
年
度
末
の
段
階

で
全
国
１
２
０
０
校
以
上
（
小
・
中
学
校
が
中
心
だ

が
、
幼
稚
園
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
も
一
部
含
む
）

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
文
部
科
学
省
で
は
平
成
28
年
度
ま
で
に
全
国

３
０
０
０
校
（
公
立
小
中
学
校
で
い
え
ば
全
国
の
１

割
に
相
当
）の
指
定
を
目
標
に
掲
げ
る
。

　

平
成
21
年
に
は
全
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
指
定
校
を
管
轄
す
る
教
育
委
員
会
教
育
長
を
中
心

と
し
た
全
国
組
織
「
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
連
絡
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
平
成
24
年
８
月
に

は
「
第
１
回
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
究

大
会
」
が
春
日
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
春

日
市
の
取
り
組
み
の
先
進
性
が
、
全
国
的
に
認
め
ら

れ
て
い
る
証
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
校
と
保
護
者
（
家
庭
）、
地
域
が
連
携
し
て
知
恵

を
出
し
合
い
、
運
営
協
力
し
て
い
く
形
態
は
全
国
共

通
だ
。
し
か
し
春
日
市
の
取
り
組
み
で
ひ
と
き
わ
光

る
の
は
、
教
育
行
政
を
根
本
的
に
見
直
し
、
学
校
長

（
平
成
22
年
度
末
の
段
階
で
市
内
全
小
中
学
校
18
校

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
済
み
）
に
約

１
２
０
０
万
円
〜
約
２
０
０
０
万
円
の
予
算
執
行
の

裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら

の
予
算
の
使
い
方
は
、
学
校
内
に
設
け
た
予
算
委
員

会
で
予
算
執
行
計
画
を
作
成
し
、
学
識
経
験
者
、
地

域
関
係
者
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
教
育
委
員
会

事
務
局
職
員
で
構
成
す
る「
学
校
運
営
協
議
会
」の
承

認
に
基
づ
き
、
校
長
が
決
定
で
き
る
仕
組
み
だ
。

　

さ
ら
に
学
校
運
営
協
議
会
は
教
育
目
標
、
学
校
経

営
、
教
育
課
程
の
編
成
、
学
校
予
算
の
編
成
・
執
行
、

施
設
管
理
な
ど
に
つ
い
て
も
教
育
委
員
会
お
よ
び
校

長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
春
日
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り

組
み
は
、
市
幹
部
に
よ
る
出
前
ト
ー
ク
、
教
育
長
出

前
ト
ー
ク
な
ど
の
取
り
組
み
を
背
景

に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
一
体
的
連
携
の
中
に
教

育
の
真
の
姿
が
あ
る
と
い
う
、
ご
く

当
た
り
前
の
原
則
を
踏
ま
え
た
、
当

市
教
育
委
員
会
の
基
本
姿
勢
が
前
提

と
な
っ
て
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が『
わ
が
地
域
』

と
い
う
愛
着
を
持
た
な
け
れ
ば
本
当

の
地
域
が
形
成
さ
れ
な
い
の
と
同

様
、
子
ど
も
た
ち
や
親
御
さ
ん
、
地

公園部分も含め17haの広さをもつ市内最大のため池「白水大池」は米作地帯・春日の生き証人

「春日の婿押し」と同日に住吉宮で行われる「嫁の尻たたき」
は子宝を願う祭礼
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域
の
皆
さ
ん
が『
わ
が
学
校
』と
い
う
認
識
と
愛
着
を

地
域
の
学
校
に
持
て
な
け
れ
ば
、
真
の
意
味
で
の
生

き
た
教
育
・
学
習
環
境
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
従
っ

て
春
日
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ

の
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
『
わ
が
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
』で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
地
域
が
集
積
し
た『
わ
が
春

日
市
の
ま
ち
づ
く
り
』
へ
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
と

私
は
考
え
て
お
り
ま
す
」（
井
上
市
長
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
学
校
が
真

に
地
域
の
も
の
と
な
り
、
市
民
恊
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
春
日
市
の
取
り
組

み
は
、
今
、
全
国
の
教
育
関
係
者
や
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
人
々
か
ら
、
熱
い
注
目
を

浴
び
て
い
る
。

古
代
か
ら
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
春
日
の
地

　

出
前
ト
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど

を
通
し
、
新
た
に
培
わ
れ
て
き
た
春
日
市
民
の
地
域

愛
は
、
同
時
に
各
地
区
の
自
治
会
に
よ
る
自
主
的
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
と
も
連
動
し
て
、
春
日
市
に
お
け

る
市
民
協
働
の
大
き
な
う
ね
り
を
作
っ
て
い
る
。

　

井
上
市
長
は
機
会
あ
る
ご
と
に
「
よ
り
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
」
実
現
へ
の
抱
負
を
表
明
し
て
い
る
が
、

暮
ら
し
や
す
さ
と
は
ま
さ
に
、
地
域
愛
の
裏
付
け
に

支
え
ら
れ
た
「
幸
福
の
実
感
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

教
育
長
出
前
ト
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

が
始
ま
っ
た
平
成
17
年
に
、
や
は
り
旧
保
育
所
の
園

舎
を
活
用
し
て
発
足
し
た
市
民
活
動

の
交
流
拠
点
「
春
日
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭
」
の
副
理
事

長
を
務
め
る
日
田
美
智
子
さ
ん
は
、

ご
主
人
の
転
勤
を
機
に
春
日
市
に
居

を
構
え
て
久
し
い
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
で
あ
る
が
、「
春
日
市
に
は

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
転
勤
を
契

機
に
す
っ
か
り
土
地
柄
が
気
に
入
っ

て
、
終
の
棲
家
を
構
え
る
人
が
と
て

も
多
い
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
春
日
市

民
の
半
数
以
上
は
こ
こ
30
〜
40
年
以

内
に
新
た
に
居
を
構
え
た
人
々
だ
。

平
成
11
年
の
井
上
市
長
の
就
任
以

来
、
厳
格
な
行
財
政
改
革
の
断
行
と

と
も
に
、
そ
う
し
た
新
住
民
と
旧
住
民
と
の
融
合
や

両
者
が
心
を
一
つ
に
し
て
新
た
に
行
う
「
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
の
実
現
を
企
図
し
、
実
践
さ
れ
て
き
た
春

日
市
の
各
種
の
事
業
は
、
市
民
の
間
に
芽
生
え
つ
つ

あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
愛
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
次
の
段
階
へ
と
進
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
春
日
市
の
住
環
境
に
つ
い
て
も
長
年
の
誘
致

活
動
が
実
り
、
春
日
警
察
署
が
今
春
に
設
置
さ
れ
た

こ
と
で
、
よ
り
盤
石
な
安
全
安
心
体
制
が
構
築
さ
れ

た
。
井
上
市
長
の
目
指
す
「
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
」「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、

今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
の
取
材
で
は
、「
春
日
」
の
地
が
古

来
は
ぐ
く
ん
で
き
た
地
域
の
力
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ

「第1回全国コミュニティ・スクール（CS）研究大会」メイン会場と分科会

大学生が補充授業の講師となるCS（東中学）
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ま
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
春
日
市
は
別
名
「
弥
生
の

里
」「
弥
生
銀
座
」と
も
呼
ば
れ
る
。
弥
生
時
代（
紀
元

前
３
世
紀
〜
紀
元
後
３
世
紀
頃
と
さ
れ
る
）
の
遺
跡

が
特
に
密
集
し
て
い
る
た
め
だ
が
、
極
め
つ
け
は
市

街
地
の
す
ぐ
そ
ば
に
残
る
国
指
定
史
跡
「
須
玖
岡
本

遺
跡
」だ
。「
須
玖
岡
本
遺
跡
」は
、
中
国
の
歴
史
書
で

あ
る「
後
漢
書
」、「
魏
志
倭
人
伝
」に
も
記
さ
れ
た
当

時
の
日
本
列
島
に
あ
っ
た
有
力
な
国
の
一
つ
「
奴
国
」

の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
弥
生
時
代
屈
指

の
重
要
な
遺
跡
だ
。
銅
鏡
、
銅
剣
、
ガ
ラ
ス
勾
玉
な

ど
の
貴
重
な
品
々
を
納
め
た
奴
国
王
の
墓
の
発
見

や
、
当
時
の
最
先
端
技
術
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
青

銅
器
の
生
産
工
房
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

そ
の
所
以
で
あ
る
。
春
日
市
は
日
本
最
古
の
米
作
地

帯
と
さ
れ
る
福
岡
平
野
の
中
心
部
に
位
置
す
る
。
米

作
や
青
銅
器
造
り
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
福
岡
平
野

で
隆
盛
を
極
め
た
奴
国
の
中
心
部
は
、
春
日
市
に

あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て

高
い
と
言
え
る
。

　
「
須
玖
岡
本
遺
跡
」以
外

に
も
、
春
日
市
に
は
国
指

定
史
跡「
日
拝
塚
古
墳（
６

世
紀
に
築
造
さ
れ
た
前
方

後
円
墳
）」、
国
指
定
特
別

史
跡
「
大
土
居
水
城
跡
」、

「
天
神
山
水
城
跡（
７
世
紀

に
築
造
さ
れ
た
国
防
施

設
）」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

時
代
の
遺
跡
が
残
る
。
福

岡
県
で
最
小
の
都
市
に
４

つ
の
国
指
定
史
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
来
、
春

日
の
地
が
い
か
に
平
野
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
人
の

往
来
や
人
口
が
多
い
土
地
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
。

　

ま
た
春
日
と
い
う
地
名
は
西
暦
７
６
８
年
の
創
建

と
さ
れ
る
春
日
神
社
に
由
来
す
る
。
江
戸
時
代
に
造

ら
れ
た
と
さ
れ
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
た
め
池
（
現

在
は
20
カ
所
ほ
ど
だ
が
、
か
つ
て
は
80
カ
所
以
上

あ
っ
た
）
を
見
て
も
、
人
が
多
く
住
み
、
米
作
に
励

ん
で
き
た
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
大
勢
の

人
々
が
暮
ら
し
て
も
食
糧
生
産
に
困
ら
な
い
ほ
ど
、

気
候
的
に
も
暮
ら
し
や
す
い
条
件
が
太
古
の
昔
か
ら

備
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　

地
域
愛
に
根
差
し
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
着
々
と
進
む
春
日
市
の
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
ル
ー
ツ
は
、
そ
ん
な
悠
久
の
歴
史
に
さ
か
の
ぼ
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
8
月
21
日
）

旧保育園園舎を活用した市民活動交流拠点「ぶどうの庭」 大相撲九州場所の際、「ぶどうの庭」を芝田山部屋宿舎に貸出し（市民交流の模様）

奴国の丘歴史公園に保存される須玖岡本遺跡甕棺墓（上）と王墓の
上石（下）
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